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結核病棟入院前パンフレット 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

突然結核と診断され、驚かれていることと思いますが、

結核はきちんと治療すれば治る病気ですよ。 

たんがでたら・・・ティッシュにとり、ナイロン
袋に入れ、すぐ口を結びましょう。 

 

外出（外食）は控えましょう。 

移動中、患者さんは同伴者と

可能な限り離れた所にすわり、

寒さに応じて窓を開けて時折

換気をしましょう。30分毎に休

憩をとると良いそうです。 

結核菌は、せき、くしゃみと一緒に、

空気中に菌が飛び散り菌を吸い込

んだ人にうつります。 

ご家族や、職場の同僚にうつしてし

まっては大変です。 

右の注意事項を守りましょう。 

                 

 

発症した人が入院の対象になります。 

 

入院の準備を 

充分にととのえましょう。 

 

                
                          

① 車でどなたかに送ってもら

いましょう。同伴者はＮ９５

マスクをしましょう。      

衣類などの消毒はいりません。 

普通の洗濯や掃除で充分です。 

マスクをしましょう。 
 

②一人暮らしなどで、病院まで送っ

てくれる人がいない場合は、まず

保健所へ相談しましょう。 

               
                                                               

空気感染対策をした病棟（特別な空調
のお部屋）に入院します。病棟外へはしばら

くの間出られません。 

たんの中にある結核菌の数で 1～10号

（±～３＋）まで分かれます。 

数が多いほどまわりにうつすキケンがあ

り、３～４ヵ月と長期入院になることもあ
ります。 

入院に 

あたって･･･ 
患者さんはマスクをつけ、同伴者は

N95マスクを着けて移動することが求

められます。バスや電車などの公共交

通機関を使うことは、周囲にうつして

しまう可能性があるため、避けてくだ

さい。 

http://www.irasutoya.com/2012/11/blog-post_6904.html
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□ 内履き            □ 寝衣         □ 下着       □ タオル類           

□ タオルケット          □ 洗面用具        □ 泡立てタオル  

□ シャンプー、リンス、ボディシャンプーまたは石鹸   

□ レジ袋（たん のついたティッシュを捨てます）     □ ティッシュペーパー 

□ 箸、スプーン、コップ、湯のみ茶碗（必要に応じてストローまたは吸飲み）      

□ テレビ用イヤホン 

 

その他、普段お使いになっている物をお持ちください。 

□ 飲んでいるお薬 □ お薬手帳 □ 眼鏡 □電気カミソリ □ 義歯洗浄剤、容器   

□ 食事用エプロン □紙オムツ類（紙オムツ・尿取りパット・履くオムツなど） □お尻拭き 
 

○ 事前に準備ができない場合、売店で揃えることができます。 

○ 当院では寝衣の貸し出しはしておりませんので、ご持参ください。 

○ 洗濯はコインランドリーをご利用いただけます。業者からのオムツ購入、洗濯依頼ができます。 

業者へ洗濯依頼をする場合・寝衣 7枚・下着７枚・タオルケット 3枚・バスタオル 6枚 

・フェイスタオル 6枚程度が最低限必要です。持ち物に必ず名前を記入してください。 

○ 年齢に関わらず、転倒予防のため、スリッパは許可しておりませんのでご了承ください。 

○ ハサミ、果物ナイフなどの持ち込みはご遠慮いただいております。 

 

 

○病院内の長期間にわたる駐車はご遠慮いただいております。 

 

 

 

○直接 結核病棟入り口（6病棟救急入り口）にお越しください。※｢結核病棟入院案内図｣参照 

到着しましたら、青森病院医事室（0172-62-4055）へ、到着した旨の電話をしてください。 

 

下記の物を持参してください。 

□ 診療情報提供書  □ 健康保険証 □ 印鑑  

転院の場合は □ 退院証明書 □ 看護サマリー 

 

入院の必要物品 

お車について 

受 付 
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○ご家族以外の面会はご遠慮いただいております。 

○12歳以下、風邪をひいている方、病後の方の面会はできません。   

 

 

 

 

○入院期間は、結核が他の人にうつる可能性がなくなるまでです。 

○治療はお薬、注射による化学療法です。 

 
 

 

○感染力が弱くなるまで 2～3か月は病棟外へ出ることができません。窓も開けることができませ

ん。趣味のもの・本・ラジオなど持参可能です。 

○お部屋以外はマスクをしていただくことになります。 

 

 

○入院治療の公費負担が受けられます。申請が必要ですので別紙「感染症法第 37条入院について」

をご参照ください。手続き書類は当院医事課窓口か保健所へ直接提出してください。入院日当日

に病院へ持参されても構いません。 

 

 

 

○2～３か月病棟外へ出ることができないことを考えて持参してください。 

○床頭台にご自身で管理していただく金庫（セーフティボックス）があります。 

 

 

○テレビカードは 1枚 1000円で 20時間視聴できます。 

○テレホンカードは使えません。（テレビカードで電話することができます） 

携帯電話の使用は可能です。 

○栄養に関するご相談には管理栄養士が、療養上のご相談（患者様ご自身のこと、ご家族のこと、

経済的なこと、退院後の不安など）には医療ソーシャルワーカーが承っております。遠慮なくご

相談ください。 
 

 

 

 

 

入院に関する問い合わせ：地域医療連携室 ☎ 0172-62-4055（代） 

 

 

金銭管理について 

その他 

 

医療費について 

治 療 

入院生活 

面会について 
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